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現在取り組んでいるPBL情報教育の紹介現在取り組んでいるPBL情報教育の紹介

テュートリアル型PBL情報教育とその学習効果の検証テュートリアル型PBL情報教育とその学習効果の検証

実践体験型PBL情報教育とその学習効果の検証実践体験型PBL情報教育とその学習効果の検証

PBL情報教育を実践するための「７つのプラクティス」PBL情報教育を実践するための「７つのプラクティス」



PBLとは

• PBL(Problem‐based Learning, Project‐based 
Learning)

–問題基盤型学習・問題解決型学習

– ＰＢＬの定義
• ある問題について理解あるいは解決しようと努力する過
程で習得される学習 (Barrows)

ＰＢＬ
• 元来、医学教育から始まっている

• この方法では、基礎と臨床の間の有機的なつながりが乏しい

解剖学解剖学 生理学生理学 内科/外科内科/外科 実習実習

患者と面談患者と面談
問題点を
明らかに
する

問題点を
明らかに
する

臨床臨床
基礎

（生理・解剖）

基礎
（生理・解剖）

PBLによる医学教育PBLによる医学教育

患者の事例の中から、問題を見つけ出す

その問題を手がかりに学習を進めいていく

医学に関する知識はもちろん、
問題発見能力、自己学習、対人
関係などを習得する

医学に関する知識はもちろん、
問題発見能力、自己学習、対人
関係などを習得する

従来の医学教育プロセス



ＰＢＬの学習プロセス

まず問題に出会うまず問題に出会う

どうしたら解決できるかを論理的に（実践的・論
理的手法によって）考える

どうしたら解決できるかを論理的に（実践的・論
理的手法によって）考える

相互に話し合い、何を調べるかを明らかにする相互に話し合い、何を調べるかを明らかにする

自主的に学習する自主的に学習する

新たに獲得した知識を問題に適用する新たに獲得した知識を問題に適用する

学習したことを要約する学習したことを要約する

ＰＢＬの学習プロセスを情報教育へ適用ＰＢＬの学習プロセスを情報教育へ適用
出所：B.マジュンダ,竹尾恵子、『PBLのすすめ-教えられる学習から自ら解決する学習へ-』、学習研究社、2004 P27

SBLとＰＢＬの教育方法の違い

Donald R.woods,「Problem-based Learning How to gain the most from PBL」より

今日はまず、金属を通る電
流について学習しましょう、
その後で・・・

今日はまず、金属を通る電
流について学習しましょう、
その後で・・・

その事柄の活用方
法を説明するため
の問題が与えられ
る

その事柄を学習す
る

知る必要がある事
柄を告げられる

START

START

ここに故障したトースター
があります。これを直してく
ださい！でなければ一歩
ゆずって少しでも使えるよ
うにしてください

ここに故障したトースター
があります。これを直してく
ださい！でなければ一歩
ゆずって少しでも使えるよ
うにしてください

SBL (Subject-based Learning:科目に基づく学習)

PBL

知る必要のある
事柄を確認する

それを学習する 問題が示される

それを適用する



PBLの２つの形
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シーン5
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン5
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン4
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン4
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン3
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン3
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン2
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン2
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン１
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン１
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・
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PBL情報教育が対象とする知識獲得レベル

初期レベルの(予
備的)知識獲得

初期レベルの(予
備的)知識獲得

アドバンス・レベル
の知識獲得

アドバンス・レベル
の知識獲得

エキスパート・レ
ベルの知識獲得

エキスパート・レ
ベルの知識獲得

構造化領域
技能に基づくレベル

難構造化領域
知識に基づくレベル

綿密(精巧)な構造
スキーマ的パターン
内的結合知識

練習
フィードバック

徒弟制
コーチング

経験

経験学習

講義・課題 テュートリアル型PBL 実践体験型PBL

ジョナッセンによる知識獲得の三段階モデルジョナッセンによる知識獲得の三段階モデル

情報教育の三段階モデル(筆者)情報教育の三段階モデル(筆者)

ソフトウェア操作
習得

ソフトウェア操作
習得

従来型情報教育が対象と
している領域

問題解決的思考の
獲得

問題解決的思考の
獲得

ICT実践活用力の

獲得

ICT実践活用力の

獲得

PBL情報教育が対象としている領域



PBL情報教育２つの実践
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シーン5
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン5
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン4
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン4
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン3
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン3
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン2
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン2
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン１
1月１９日 同志社大

学の博遠館２階の

教室で・・

シーン１
1月１９日 同志社大

学の博遠館２階の

教室で・・

受付

倉庫
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経理

管理者

製造

受領
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$ $
$
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テュートリアル型PBL情報教育
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概 要

対象 甲南大学 3・4回生。教職科目受講者

科目名 教育の方法技術

実施期間 ２００４年４月～２００７年７月
半期授業（週1コマ）。計７回実施

受講者数 17名～38名

担当者 教員1名、ＴＡ(Teaching Assistant)2名

教育目標 教師に必要なICTスキルの習得、並びに、問題解決
力、自己学習力、コミュニケーション能力などの習
得



テュートリアル型PBL情報教育‐授業プロ

セス

 

「高校生を対象とした、
授業で利用できる電子
教材の制作を提示

自分たちが教師
になったと仮定さ
せる=動機付け

「本物」の教材を
制作する、という
目標設定=学習意
欲向上

ステップ１「問題の提示」



ＳＴＥＰ1「問題の提示」

「問題の提示」

シーン１

兵庫県立岡本高校には、3年生５クラス（1クラス35人）、2
年生５クラス（35人）、１年生４クラス（35人）の生徒が在籍

している。これまで卒業生の大半は大学へ進学していた

シーン１

兵庫県立岡本高校には、3年生５クラス（1クラス35人）、2
年生５クラス（35人）、１年生４クラス（35人）の生徒が在籍

している。これまで卒業生の大半は大学へ進学していた

シーン２

だが、ここ数年、大学への進学率が低下している。
教師たちは”生徒たちの学習意欲が明らかに低下し
てきている”と危機感を抱いている

シーン２

だが、ここ数年、大学への進学率が低下している。
教師たちは”生徒たちの学習意欲が明らかに低下し
てきている”と危機感を抱いている

シーン３

そこで、教員の有志達が集まり、生徒が学習内容に
興味が持てる授業を実践しようと集まった

シーン３

そこで、教員の有志達が集まり、生徒が学習内容に
興味が持てる授業を実践しようと集まった

シーン４

岡本高校の情報設備
・パソコン（生徒1人に１台有）

・プロジェクター、スクリーン
・インターネット環境

シーン４

岡本高校の情報設備
・パソコン（生徒1人に１台有）

・プロジェクター、スクリーン
・インターネット環境

ステップ２「グループ学習 」

全ての作業を学
生の自主的な活
動のもとでおこ
なった

全ての作業を学
生の自主的な活
動のもとでおこ
なった

学 生学 生

教 員教 員

学 生学 生

教員は、考えや知識を
学生へ教え込むのでは
なく、「リーダー」として参
加

教員は、考えや知識を
学生へ教え込むのでは
なく、「リーダー」として参
加

教材内容、対象科目な
どの検討をメンバー同
士でのディスカッション
で進める（１グループ４
名～６名）

教材内容、対象科目な
どの検討をメンバー同
士でのディスカッション
で進める（１グループ４
名～６名）

教員は活動を見
守り、適宜適切
なアドバイスを与
える

教員は活動を見
守り、適宜適切
なアドバイスを与
える



グループ作業の様子
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PBLでは、必要な知識は

自分で獲得することが求
められる

PBLでは、必要な知識は

自分で獲得することが求
められる

しかし、必要とする知識
は各自異なる
＝一斉授業が成立しな
い

しかし、必要とする知識
は各自異なる
＝一斉授業が成立しな
い

かといって、「ほったら
かし」はダメ→ファシリ
テーションが必要

かといって、「ほったら
かし」はダメ→ファシリ
テーションが必要

適切な学習リソースの提供→
自学自習教材「ユニット」

「ユニット」＝各種ソフトウェアの操作が学べるe-ラーニ
ング教材
１.Word
2.PowerPoint
3.HomepageBuilder
など

ステップ３「ユニットによる自学自習」ステップ３「ユニットによる自学自習」



ユニット例
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ステップ４「教材制作 」
• 学生が作成した教材（一例）

グループ テーマ 教材内容 使用ソフトウェア,IT技術

１ 生態系 食物連鎖を中心に生態系に関する解説をおこなう PowerPoint

２ 熱力学の第一法則 熱力学の第一法則とは何か,を図を用いて学習する HomePageBuilder,HTML

３ 電池 電池の構造,種類,しくみについて学ぶ Flash,HTML

４ ビタミン ビタミンの種類,体との関係を幅広く学習する PowerPoint

５ Webページ作成 Webページの制作方法について概説する HomePageBuilder,HTML

６ 情報A 高等学校での情報科目「情報A」について Flash,PowerPoint

18

最適なソフトを各自で選択している最適なソフトを各自で選択している
仮想のストーリーから最適と思わ
れる解決案(=教材)を制作
仮想のストーリーから最適と思わ
れる解決案(=教材)を制作



①学生は、制作した教材を
使って模擬授業をおこなう

➁生徒役の学生は、
模擬授業を評価する

④成果や不足点を迅速
にフィードバックし、「気
づき」を促進させる

授業はじ
めます

授業はじ
めます

はい！はい！ 評
価！

評
価！

！！！！

PBLでは、「学習活動の結果どのような成果が生まれたか」を検証する

評価項目
・教材の構成、内容、デザイン
は体系的で適切なものであった
かプレゼンテーションの、発表

方法、言葉遣い、説明内容、時
間配分が適切であったかなど

！！

Webアンケートシステム
19

ステップ５「模擬授業」ステップ５「模擬授業」

③結果をすぐに公開

授業終わり
ます

授業終わり
ます

PBL情報教育の学習効果の検証
• 検証１

–同一科目で「PBL情報教育にて実施したクラス（以
下PBL）」と「PBLではないクラス(以下従来型授業)」
との比較

–調査条件
• 調査期間 2004年12月後期授業

• 調査場所 甲南大学２号館パソコン演習室
• 調査対象 ＰＢＬ 25名、従来型 36名

*調査対象の年齢、性別などの属性はほぼ等しい

20

はい・・ サポート
役

学生主体

知識獲得
型

授業はじめ
ます

従来型従来型 ＰＢＬＰＢＬ



調査項目

評価アンケート 評価

1 さまざまな角度から多面的に問題を捉えようとしたか 54321
2 これまで学習してきた既習の知識を活用することができたか 54321
3 さまざまな疑問点や学習項目を発見することができたか 54321
4 問題を発見し解決する能力が身についたか 54321

5 自己学習に十分な時間と努力を注いだか 54321

6 自らの学習意欲は高まったか 54321
7 学習計画の時間配分は適切であったか 54321

8 自ら設定した到達目標を達成することができたか 54321

9 グループの一員として問題解決への建設的な貢献を行うことができたか 54321
10 自分の考えを他のメンバーに理解してもらうよう論理的に説明したか 54321
11 メンバーの考えを理解しようとしたか 54321
12 自分と異なる意見も尊重できたか 54321

13 情報技術に関する知識を習得できたか 54321

14 教育分野における情報技術の活用方法を理解できたか 54321

15 ソフトウェアの操作技術が向上したか 54321
16 新たに習得した知識や技術を問題解決（教材作成）に活用できたか 54321

17 授業に熱心に取り組んだか 54321

18 PBLによる学習は興味深いものであったか 54321

19 PBL学習を他の授業にも取り入れて欲しいか 54321

20 授業に関する感想・意見などがあれば記述してください
自由

記述

*1から19の各項目を5段階評価してください

評価基準 5:大変そう思う 4:そう思う 3:普通 2:そう思わない 1:思わな
い

21

•問題発見活動への取
り組み、コミュニケー
ション活動への参加、
などについての評価(20
項目)

•評価項目は、看護学
PBL(森他2000,加藤他99)らの

評価項目を参考に設定

１．さまざまな角度から多
面的に問題を捉えようとし
たか

10.自分の考えを他のメン

バーに理解してもらうよう論
理的に説明したか

結果１－PBL‐PBL以外での学習効果の比較

• 「問題発見解決」「自己学習」「情報リテラシー」「対人技能」のすべて
の項目でＰＢＬが高い結果となる（ｐ＜０．０１で有意差有）

0

1

2

3

4

5

問題発見解決 自己学習 情報リテラシー 対人能力

4.25  4.10  4.17  4.13 

3.04  3.06 
3.23 

3.52 

PBL

従来型
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問題発見解決 自己学習 情報リテラシー 対人技能 全体

PBL 平均値 4.25 4.10 4.17 4.13 4.17

標準偏差 0.42 0.51 0.52 0.52 0.5

従来型 平均値 3.04 3.06 3.23 3.52 3.21

標準偏差 0.75 0.73 1.01 0.66 0.78

**p<.01

** ** ** ** **



学習項目別推移（2004年度～2006年度）

各項目も継続して高い回答を得ることができている

検証２：PSIによる問題解決力評価

• PSI(Problem Solving Inventory)を

用いた評価

–問題指向的認知力、問題解決技能
に関する35項目の評価

–医学・看護PBLなどの問題解決力評

価で利用

–得点が低いほど問題解決的思考・
自信を持っていると評価

24

問題がうまく解決できなかった場合に、な

ぜうまくいかなかったのかその原因を調べ

ない

複雑な問題にぶつかったとき、何が問題な

のかその本質を明らかにするため情報を

集める戦略をわざわざたてることはしない

問題を解決しようとして最初に失敗すると、

自分にはその状況を乗り切る力がないの

ではと不安になる

問題を解決した後で、何がうまくいき何がう

まくいかなかったのか分析しない

問題が生じてまごついているとき、ぼんや

りとした考えや感じを具体的または明確な

言葉ではっきり言い表してみようとしない



問題解決力（PSI）調査結果

• 結果＝PBLによって問題解決力が向上(p<0.05で有意差有)
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対応ｻﾝﾌﾟﾙの差

t 値 自由度 有意確率 (両側)
平均値 標準偏差 平均値の

標準誤差
差の 95% 信頼区間

上限 下限

PSI－PBL
実施前 - PSI
－PBL実施後

4.56000 9.48718 1.89744 0.64388 8.47612 2.403 24 0.024

問題解決の自信
(設問No=1,2,4,6,7,8,14,15,17,19,26,27,28,32)

結果＝PBL後に向上(有意差有、p<0.05)
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項目 時期 平均値 SD t値 有意確率(両側)

問題解決の
自信

PBL前 45.8 5.4

2.76 p=0.01*

PBL後 42.8 4.59



難しい問題の解決に取り組もうとする意欲
(設問No=5,11,18,21,25,30,31)

結果＝PBL後に向上(有意差有、p<0.05)
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項目 時期 平均値 SD t値 有意確率(両側)

難しい問題の解
決に取り組もうと
する意欲

PBL前 31.3 3.95
2.07 p=0.04*

PBL後 30.0 3.14

自己コントロール
(設問=3,10,12,13,16,20,23,24)

結果＝PBL前後変わらず(有意差なし、p<0.05)
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項目 時期 平均値 SD t値 有意確率(両側)

自己コントロール

PBL前 32.1 6.66

0.34 p=0.74
PBL後 31.7 6.05



PSI評価から明らかになった結果

• 正直なところこの講義で使用するための教材を作るために、ネット上、教科書、
資料集等を駆使して教材研究をするのは、大変でした。ですが最後まで何と
かやりとおしてみてほんの少しかもしれないが情報機器の操作において、知
識が増え技術面でもスキルアップできたと思います。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

• このような授業形式は今までなく、最初は戸惑いましたが、自分で考えて自分
のペースで進めていけるので授業自体はとても受けやすかったです。すべて
を自分たちで決めて自分の役割を決められた期間に果たすという、いわば社
会に出てからも役立つ授業だと思いました。また、power pointの使い方や
webページでの作品の見方など、これからも必要な技術を学べたことは非常
に助かりました。私は今までテスト前になると、友達と集まって専門の授業に
関して質問しあったり議論しあったりしていました。この授業で、今まで行って
いたこの集まりがまさしくPBLだったのだと気づきました。その集まりのときも、
この授業でも感じたことは、「自分が参加している」ということでした。これに
よって、授業に積極的に参加でき、有意義な時間を過ごせていたと感じました。
このような授業形式ならまた参加したいと思いました。

• 正直なところこの講義で使用するための教材を作るために、ネット上、教科書、
資料集等を駆使して教材研究をするのは、大変でした大変でした。ですが最後まで何と
かやりとおしてみてほんの少しかもしれないが情報機器の操作において、知知
識が増え技術面でもスキルアップできた識が増え技術面でもスキルアップできたと思います。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

• このような授業形式は今までなく、最初は戸惑いましたが、自分で考えて自分
のペースで進めていけるので授業自体はとても受けやすかったです。すべて
を自分たちで決めて自分の役割を決められた期間に果たすという、いわば社社
会に出てからも役立つ授業会に出てからも役立つ授業だと思いました。また、power pointの使い方や
webページでの作品の見方など、これからも必要な技術を学べたことは非常
に助かりました。私は今までテスト前になると、友達と集まって専門の授業に
関して質問しあったり議論しあったりしていました。この授業で、今まで行って
いたこの集まりがまさしくPBLだったのだと気づきました。その集まりのときも、
この授業でも感じたことは、「自分が参加している自分が参加している」ということでした。これに
よって、授業に積極的に参加授業に積極的に参加でき、有意義な時間を過ごせていたと感じました。
このような授業形式ならまた参加したいまた参加したいと思いました。
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PBL経験者の感想(一部)



PBL情報教育２つの実践
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シーン5
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン5
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン4
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン4
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン3
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン3
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン2
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン2
1月１９日 同志社大

学の講武館２階の

教室で・・

シーン１
1月１９日 同志社大

学の博遠館２階の

教室で・・

シーン１
1月１９日 同志社大

学の博遠館２階の

教室で・・

受付

倉庫

マーケティング

取締役会

経理

管理者

製造

受領

営業

$ $
$

購買 納入業者

通信
情報処理システム

研究開発

シ
ナ
リ
オ

実
社
会

プロジェクト名 システム概要 連携先 担当学生 ドメイン専門家 実施年度 主な開発環境 稼動状況

イベント
情報公開
システム

京都のイベ
ント情報を
公開する
Webページ
を自動生成
する

毎日新聞社
京都支局

同志社大学大
学院・総合政
策科学研究
科・院生（修
士）

毎日新聞社
記者

2000年度 Xi(Baykits) 
& 
JavaScript

3年間程
度実稼
動

広報情報
公開シス
テム

京都府庁内
の広報情報
を統一的に
扱い，Web
サイトを自
動生成する

京都府広
報課

同志社大学工
学部知識工学
科・4年次生，
同大学院工学
研究科・院生
（修士）

京都府広報
課職員

2004年度 Xi 
(Baykits) & 
JavaScript

一部は
京都府
広報課
で3年間
程度実
稼動

中丹安心
くん

中丹広域振興
局内における
道路・河川の
災害状態を一
括して管理す
るシステム

京都府中丹
広域振興
局・中丹東
土木事務所

同志社大学工
学部知識工学
科・4年次生，
同大学院工学
研究科・院生
（修士）

京都府中丹
広域振興局
職員

2005年度 PHP & 
Smarty

1年程度
実稼動

京都道守
くん

山城広域振
興局内にお
ける道路管
理業務を
Web-GISで
一括管理す
るシステム

京都府山城広域
振興局・山城北
土木事務所，
同・山城南土木
事務所，同・乙
訓土木事務所，
中丹広域振興
局・中丹東土木
事務所

同志社大学工
学部知識工学
科・4年次生，
同大学院工学
研究科・院生
（修士）

京都府山城
広域振興局
職員/中丹広
域振興局職
員

2006年度 Ruby on 
Rails & 
Javascript

今後社
会実験
予定

実践事例
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授業の概要
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図4. 実験概要図図4. 実験概要図

「本物の課題」を提供し協
力してくれる組織を探す

「本物の課題」を提供し協
力してくれる組織を探す

学生は、議事録作成
から活動へ参加＝正
統的周辺参加論の
「小さな活動から参加
する」に基づく

学生は、議事録作成
から活動へ参加＝正
統的周辺参加論の
「小さな活動から参加
する」に基づく

連携先担当者がPBL

へ熱意を持って参加
してくれることが条件

連携先担当者がPBL

へ熱意を持って参加
してくれることが条件

ステップ１「問題に出会う」
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ステップ２「解決方法を論理的に考える」

35

課題と解決策を図式化
する

課題と解決策を図式化
する

受付

倉庫

マーケティング

取締役会

経理

管理者

製造

受領

営業

$ $
$

購買 納入業者

通信
情報処理システム

研究開発

実社会の活動

何が問題？

どうすれば解
決できる？

システムイメージ図

こうすればい
いのかも

論理的に問題を把握す
る力の獲得

論理的に問題を把握す
る力の獲得

ステップ３「グループ学習」

36

複数人で分担開発複数人で分担開発

連携・調整によるコミュ
ニケーション能力の獲
得

連携・調整によるコミュ
ニケーション能力の獲
得



ステップ４「自主学習」

37

ファシリテータ
こうした方が
いいのでは

こうした方が
いいのでは

学
習
者

はい、ではそ
うします・・・

ファシリテータ

自主的に活
動しているな

自主的に活
動しているな

サブ・ファシリ
テータ

こうしよう！こうしよう！

よし！わかっ
た

学
習
者

• 「サブ・ファシリテータ」の出現

• 学生相互間の活動による自主性の向上

• 「教えあい」での知識定着
PBL活動初期段階 PBL活動後期段階

ステップ５「制作」

38

ユーザへのレビュー、
修正を繰り返しながら
仕上げる

ユーザへのレビュー、
修正を繰り返しながら
仕上げる

問題：初心者は「何でも
ユーザのいいなり」にな
りがち

問題：初心者は「何でも
ユーザのいいなり」にな
りがち

ファシリテータは総合的な判断を
行う＝「決断」「判断」を見せる=

ジョナッセンのエキスパートレベ
ルの知識

ファシリテータは総合的な判断を
行う＝「決断」「判断」を見せる=

ジョナッセンのエキスパートレベ
ルの知識

あれもこ
れも欲し
い！

できま・・



制作したシステム(一部)

39

毎日新聞社「イベント情報公開シス
テム」（総合政策科学修士学生制
作）

災害初期対応システム
「中丹あんしんくん」
（工学部学生制作）

ステップ６「要約」

40

開発者以外による第三者評価
（例：中丹あんしんくんのシステム
評価実験）

開発者以外による第三者評価
（例：中丹あんしんくんのシステム
評価実験）

「要約」＝これまでの活動の振り返
り

「要約」＝これまでの活動の振り返
り

問題が発見される＝

「自分に足りなかったこと」の理解

問題が発見される＝

「自分に足りなかったこと」の理解
新たな知識獲得への動機付け新たな知識獲得への動機付け



ＰＳＩ評価結果

ＰＳＩ分析結果（１）

• ＰＢＬグループと研究グループの間で、平均
値に差が無い

• PBLグループの方がバラツキが大きく、良いス
コアを示す学生・院生がいる反面、良くない値
の学生・院生が存在
– PBLグループには、グループ学習に一般的に見ら
れる「差が大きく出る」傾向

– PBLグループには、「ただ乗り」学生がいる（相手
にされなかった？大学院受験、就職活動がある
と厳しい）



ＰＳＩ分析結果（２）

• 研究グループの中には、学業成績的に優秀な学生が
いるにもかかわらず、問題解決能力が高くない
– 研究グループ自体の進め方に何か問題がある？
– 学生が主体的な判断をしていない？

• 感想文や要望も書いてもらったが、PBL参加者のほう
が社会性のある発言。研究プロジェクトメンバーはや
や子供っぽい
– PBL=長期のインターンシップ

– PBLプロジェクトメンバーに対して『これならお客さんとの打
ち合わせにも出せそう』と思ってしまう

PBL情報教育の７つのプラクティス

• これまでの総括として、PBL情報教育を実施す
るための指針「７つのプラクティス」を示す
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Ⅰ.少人数グループを作る

• 1グループ6名程度。最大4グループ

• ICT能力を事前に把握する(アンケート等)

–スキルにばらつきがあることはかまわない‐教え

あい促進

–重要点：「特定の個人」に作業が集中しないよう
にする

45

ここは皆でやってみ
たら→ファシリテー
ション仕事が集

中・・

４グループ
(最大)

Ⅱ.PBL情報教育に適した学習環境を整備

する
• 小規模教室

– グループワークが進めやすいレイアウト
• すぐに情報機器が利用できる環境

– ノートパソコン1人1台

• ブログ、SNS、Wikiなどコミュニケーション・ツールを用意
– リアル＋バーチャル双方でコミュニケーションが行える環境

46

授業中 その続きをネット上で 次の授業

・・・・・・・・・・・・・・・

電子掲示板で、コミュ
ニケーションを活発化

電子掲示板で、コミュ
ニケーションを活発化

例：甲南大PBL教室



Ⅲ.実践方法を決める

• 「テュートリアル型」「実践体験型」どちらで実
施するかを決める

• 初学者(1回生など)

–テュートリアル型を実施

–学習への動機付け

• 初学者以外（3回生など）
–実践体験型

– 「これまで学んだこと」の実践

47

Ⅳ.学習への動機付けを与える課題を決

める

48



Ⅴ.「放任」ではなく「導く」

49

Ⅵ.学習者のレベルに応じたICT学習を実施する

50
ICTの学習レベルを決め、最適な学習内容・ツールの元活動を行う



Ⅶ.最適な学習評価を用いる

51

まとめ

• PBL情報教育実施

– PBLを情報教育へ適用した際の学習効果の検証

– ＰＳＩ評価による問題解決力の測定

– PBL情報教育を体系的に実施するための指標「７つのプ

ラクティス」の提案
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